
平成３０年度エリア別特別支援教育コーディネーター研修

大分県教育庁特別支援教育課

講義骨子

研修受講者の役割
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個別の教育支援計画や個別の指導計画作成と
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※ 本資料内の「障がい」を「障害」と表記している箇所は原文のままです。



研修受講者の役割

１ 研修受講者の役割

（１）本研修内容を各園・学校に持ち帰り、校内において全ての教

員に対し、伝達する研修を実施する。

（２） 各園・学校に在籍する全ての障がいのある児童などについ

て、個別の指導計画を作成するよう努める。

※ 本研修資料は、市教委を通じて各学校にデータで送付します。

Ⅰ 研修受講者の役割



２ 研修の目的

「全ての公立幼・小・中学校等が多様な障がいのある子どもの

支援に対応できるように、各エリアの実情に応じた研修を開催

し、特別支援教育に関する県内の標準的技能の向上を目指

す。」

３ 研修受講者

全ての幼稚園、小学校、中学校等の特別支援教育コーディネーター

Ⅰ 研修受講者の役割

特別支援教育コーディネーターの資質向上

全ての教員の資質向上

個別の教育支援計画、個別の
指導計画作成の必要性



１ 現状

（１） 特別支援教育に関する調査（文部科学省）

○個別の教育支援計画、個別の指導計画ともに全国平均より低い

※この調査は園・学校で一人でも作成している学校数

Ⅱ 個別の教育支援計画、個別の指導計画作成の必要性
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１ 現状

（２） 巡回相談の内容

・特別支援学校による巡回相談

平成29年度 ３、０９４件

・内容の内訳

指導方法、校内支援体制、家庭との連携

の上位３つで６８％

個別の教育支援計画、個別の指導計画は

あわせて1.5％

・直面する幼児児童生徒への対応に関する

相談が多く、指導のよりどころとなる相談は

少ない

Ⅱ 個別の教育支援計画、個別の指導計画作成の必要性

平成２９年度特別支援学校のセンター的機能に係る
巡回相談報告における内容の内訳

３２件

総件数 ３、０９４件

0.5％１５件
１％



２ 目標

（１）大分県長期教育計画 「教育県大分」創造プラン２０１６

「６ 特別支援教育の充実」 P30

①きめ細かな指導の充実

＜幼・小・中・高等学校＞

•特別支援学級や通常学級に在籍する障がいのある子どもの教育的ニーズに

応じた「個別の教育支援計画」・「個別の指導計画」作成の推進・質の向上

「個別の指導計画」の作成率 小学校９２％ 中学校９２％

Ⅱ 個別の教育支援計画、個別の指導計画作成の必要性

主な取組

目標指標（H31年度）

平成28年3月

２ 目標

（２）平成３０年度大分県教育委員会

の重点方針

１．子どもの力と意欲の向上に向けた

組織的な取組の推進

特別支援教育の視点からの授業改善

（「個別の指導計画」の作成･活用推進）

Ⅱ 個別の教育支援計画、個別の指導計画作成の必要性

授業改善の徹底



（３）障害者基本計画（第４次）平成30年3月 P49

９．教育の振興

（１）インクルーシブ教育システムの推進
○ 障害者が就学前から卒業後まで切れ目ない指導・支援を受けられるよう、幼
児児童生徒の成長記録や指導内容等に関する情報を、情報の取扱いに留意し
ながら、必要に応じて関係機関間で共有・活用するため、保護者の参画を得つつ、
医療、保健、福祉、労働等との連携の下、個別の指導計画や個別の教育支援計
画の策定・活用を促進する。

関連成果指標
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Ⅱ 個別の教育支援計画、個別の指導計画作成の必要性

把握すべき状況 指標 目標値

個別の指導計画や
個別の教育支援計画の活用

幼・小・中・高等学校等において、個別の指導計画の作成を必要とす
る児童等のうち、実際に個別の指導計画が作成されている児童等の
割合

おおむね 100％
（2022 年度）

幼・小・中・高等学校等において、個別の教育支援計画の作成を必
要とする児童等のうち、実際に個別の教育支援計画が作成されてい
る児童等の割合

おおむね 100％
（2022 年度）

３ 作成の根拠

小学校学習指導要領（平成29年告示）
第１章 総則
第４ 児童の発達の支援
２ 特別な配慮を必要とする児童への指導

（１）障害のある児童などへの指導

エ 障害のある児童などについては、家庭、地域及び医療や福祉、保健、労働等の業
務を行う関係機関との連携を図り、長期的な視点で児童への教育的支援を行うため
に、個別の教育支援計画を作成し活用することに努めるとともに、各教科等の指導に
当たって、個々の児童の実態を的確に把握し、個別の指導計画を作成し活用すること
に努めるものとする。

特に、特別支援学級に在籍する児童や通級による指導を受ける児童については、
個々の児童の実態を的確に把握し、個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成
し、効果的に活用するものとする。

Ⅱ 個別の教育支援計画、個別の指導計画作成の必要性

小学校学習指導要領（平成29年告示）P24

「努める」
努力すればよいではなく、
作る必要があるという意味

特別支援学級と通級による
指導では必ず作成

通常の学級

特別支援学級、通級による指導

中学校学習指導要領（平成29年告示）P25

幼稚園教育要領（平成29年告示）P19

小学校



第３章 第４節 ２ 特別な配慮を必要とする児童への指導
（１）障害のある児童などへの指導
①児童の障害の状態等に応じた指導の工夫
○特別支援学校等の助言又は援助を活用。
○個々の児童の障害の状態に応じた指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ
計画的に行う。

・「障害者の権利に関する条約」
・障害のある児童の就学先決定の仕組みの改正。

通常の学級にも教育上特別の支援を必要とする児童が在籍している可能性が
あることが前提。

全ての教職員が特別支援教育の目的や意義について十分理解することが不
可欠。

-13-

Ⅱ 個別の教育支援計画、個別の指導計画作成の必要性
幼稚園教育要領解説（平成30年）P117

中学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P104

小学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P106

小学校

個別の教育支援計画や
個別の指導計画作成と活用



１ 個別の教育支援計画

個別の支援計画

平成１５年度から実施された障害者基本計画において、教育、医療、福祉、労

働等の関係機関が連携・協力を図り、障害のある児童の生涯にわたる継続的な支

援体制を整え、それぞれの年代における児童の望ましい成長を促すため、個別の

支援計画を作成することが示された。

個別の教育支援計画

この個別の支援計画のうち、幼児児童生徒に対して、教育機関が中心となって

作成するもの。

Ⅲ 個別の教育支援計画や個別の指導計画作成と活用

市町村の相談支援
ファイルのこと

園・学校が作成

小学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P112

中学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P111

幼稚園教育要領解説（平成30年）P119

小学校

１ 個別の教育支援計画

（１）個別の教育支援計画の作成

○児童に対する支援の目標を長期的な視点から設定する。

○学校が教育課程の編成の基本的な方針を明らかにする際、全

教職員が共通理解をすべき大切な情報となる。

○在籍校において提供される教育的支援の内容については、教

科等横断的な視点から個々の児童の障害の状態等に応じた指

導内容や指導方法の工夫を検討する際の情報として個別の指

導計画に生かしていくことが重要である。

Ⅲ 個別の教育支援計画や個別の指導計画作成と活用

小学校

小学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P112

中学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P111

幼稚園教育要領解説（平成30年）P119



１ 個別の教育支援計画

（２）個別の教育支援計画の活用

個別の教育支援計画の活用に当たって

○就学前に作成される個別の支援計画を引き継ぐ

○適切な支援の目的や教育的支援の内容を設定

○進路先に在学中の支援の目的や教育的支援の内容を伝える

○就学前から就学時、そして進学先まで、切れ目ない支援に生

かす

Ⅲ 個別の教育支援計画や個別の指導計画作成と活用

小学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P114

中学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P112

幼稚園教育要領解説（平成30年）P120

２ 個別の指導計画

（１） 個別の指導計画の作成

個々の児童の実態に応じて適切な指導を行うために学校で作

成される。

個別の指導計画は、教育課程を具体化し、障害のある児童な

ど一人一人の指導目標、指導内容及び指導方法を明確にして、

きめ細やかに指導するために作成する。

Ⅲ 個別の教育支援計画や個別の指導計画作成と活用

学校で作成

小学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P114

中学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P112

幼稚園教育要領解説（平成30年）P120



２ 個別の指導計画

今回の改訂では、総則のほか、各教科等の指導において、

「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」として、当該教科

等の指導における障害のある児童などに対する学習活動を行

う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を

計画的、組織的に行うことが規定された。このことを踏ま

え、通常の学級に在籍する障害のある児童等の各教科等の指

導に当たっては、適切かつ具体的な個別の指導計画の作成に

努める必要がある。

Ⅲ 個別の教育支援計画や個別の指導計画作成と活用

小学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P114

中学校学習指導要領解説総則編（平成29年）P112

幼稚園教育要領解説（平成30年）P120
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